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いつも赤旗日曜版と大名みえ子ニュースをお読みいただきまして、 

ありがとうございます。 

さて、7 月 23 日号のお届けが 23 日以後になってしまうことについ 

て、予めお詫びしてお願いをさせていただきます。 

7 月 22・23・24 日の 3 日間、千葉市内で開かれる自治体問題研究所主催の「自治 

体学校」に参加を申し込んでありました。公共施設等総合管理計画や公立病院のあり 

方などについて学ぶ予定です。 

しかし、その後議会文教厚生委員会で、村が建設計画中の「歴史と未来の交流館（仮称）」の運営について

なるべく早い時期に学びたいとの意見が出て、山梨県と群馬県にある類似 3 施設の運営について、視察に行

くことが決まりました。その日程が視察先の都合もあり 20 日・21 日になったのです。 

そのようなことから、23 日号の日曜版のお届けは、25 日になってしまいます。大変申し訳ありませんが

ご協力を宜しくお願いいたします。 

5 月 19 日の東海村商工会総会における山田村長講演「これからの東海村について」から 

防災対策の１つとして 「コミセン駐車場拡張」計画を説明 
山田村長は、５月１９日に開催された東海村商工会定期総会において「これからの東海村について」

と題する講演を行ったそうです。講演資料では、１．人口の推移 ２．中央地区の土地区画整理事業 

３．商工業の振興 ４．(仮称)歴史と未来の交流館整備事業 ５．防災対策 と、５つの分野からそ

れぞれ抜粋して話されたようです。この講演の中から大名にとって目新しかったのは、防災対策（２

件を説明）の中の「コミセン駐車場拡張」計画についてです。 

これは 7 月 16 日号です➡ 

 駐 車 場 の 収 容 可 能 台 数 

※根拠：コミセンパンフレット 

災害時利用見込み台数 

根拠：休日夜間のバス搭乗想定人員÷３ 

新たに整備すべき駐車台数 

石 神 コ ミ

セン 
９５台 １９０台 ９５台 

村 松 コ ミ

セン 
１１０台 ３０台 ０台 

白 方 コ ミ

セン 
７５台 １６０台 ８５台 

真 崎 コ ミ

セン 
７０台 １３０台 ６０台 

中 丸 コ ミ

セン 
１００台 １２０台 ２０台 

舟 石 川 コ

ミセン 
６０台 ３２０台 ２６０台 

 

 村松コミセン以外は、すべて駐車台数を増やす計画です。コミセンが、自然災害時には基幹避難所

との位置付けに基づくものなのか、原子力災害時の一次避難所としての位置づけに基づくものなの

か、講演内容は聞いていませんのでわかりません。ただ、「災害時利用見込み台数」の根拠が〝休日夜

間のバス搭乗想定人員÷３〟とされているのは原子力災害時、避難にバスを利用する人数の想定から

割り出しているようです。何れにしましても、計画の詳細を把握したいと思います。 


